




2.結果カウプ指数 18.0 以上を肥満児,同 15.0～15.49 を普通児,14.0 未満をやせ児として

比較検討した(カウプ指数 13.O 以下をやせ児とすれば,各年齢とも数名以下であり,サンプ

ルとして少なすぎるので,14.0 未満をやせ児としてここでは取り扱った)。 

保護者(主として母親)による子どもの遊び,行動,性格の判定結果をまとめてみると,おお

よそ次のような特徴が指摘できる｡ 

①肥満児も室内あそびよりは戸外あそびを好む傾向がみられた。これは日常室内にいる時

間が長いので,かえって外に出たがる傾向が強いと考えられる。 

②肥満児は動作は活発ではなく活動的とはいえないが,必ずしも運動が嫌いとはいえない。 

③肥満児には神経質左者と全くそうでない者の両方があり,内弁慶な者とそうでない者の

両方がある。これは,肥満の程度や形成過程,親の養育態度の差などによるものであろうが,

幼児肥満の指導上で考慮したいことである｡ 

④肥満児・普通児・やせ児を問わず,多くの母親は子どもの遊びや運動能力の発達について

は肯定的な評価をしており,性格面では平均的なものと評定している者が多かった。 


